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生後 1 週間以内の新生家兎に対して単純へルペスウイルス 2 型 (H S V-2 :カーチス株)を皮膚接








(MO 1 =10) ，別の正常新生家兎のー側の頚動脈内に注入した。注入後 3 日目の時点で眼球を摘出し
組織切片を作製して，脈絡網膜炎の発症の有無を光学顕微鏡にて検索したところ， 50%の眼に脈絡網膜
炎を発症させるためには別個のウイルス感染単核球の投与が必要であった。一方， free virus を用いた
















新生家兎にHSV-2 を皮膚感染させると，感染後 2 日目から末梢血中にウイルス感染単核球が検出
される。そのウイルス力価は血築中に検出されたHSV-2 のそれよりもはるかに高く，ウイルスが単
核球分画により高いレベルで含まれていることが判明した。また，頚動脈からの移入実験では，ウイル




い感染性および血管系との intersction により，単純へルペスウイルス 2 型による新生家兎脈絡網膜炎
の発症において重要な役割を演じている可能性を示している。
論文の審査結果の要旨
本研究は近年増加の一途を辿っている新生児へルペスウイルス感染症のうち，眼科領域で特に問題と
なるへlレペス d性脈絡網膜炎を取り扱ったものである。この脈絡網膜炎の発症については，血行性の伝播
が予想されていたが，その機構について詳細な検討は行われていなかった。
。。
著者はこの伝播が血行性，特に末梢血液中の単核球により行われていることを新生家兎のモデルを用
いて証明した。また著者はこのウイルス感染単核球が単球分画に多く見られることを示し，さらに III
vitro の実験において ウイルス感染単核球と血管の内皮細胞との接着性が冗進していることを明らか
にした。
以上の結果は，ウイルス感染単核球，特に単球が眼球の血管系を介して，へルペス性脈絡網膜炎の発
症機転に関与していることを示している。従来より，単球は宿主の防御機構において重要な働きをして
いるものと考えられてきたが，最近ではウイルスをはじめとする病原体のキャリアーとしても働くこと
がわかっている。この研究もそうした流れに沿ったもので，ウイルス感染症の病態を考える際に非常に
興味深いものであり 医学博士論文として十分な価値がある。
